
 

ＪＣＩ ＪＡＰＡＮ ＴＯＹＰ ２０２０ エントリーシート  

氏  名*  市川 ゆきえ 

フリガナ*   イチカワユキエ 

所属団体*   officeMother 

活動内容*  

（200 文字以内）  

地域の子ども達が安心安全に過ごせる食の居場所「狛江子ども食堂」を 4 年間活動 

その活動の中で、全国の子ども食堂のスタッフの方達から継続するための課題である 

「お金」「人」「物」が集まらないことで活動を停止する。または継続活動ができない団体も多くあり

ます。全国の子ども食堂が必要な地域に継続活動できるように子ども食堂の周知と発信、全国

の子ども食堂に使用目的にとらわれない寄付金を継続的に支援するために「子ども食堂応援ソ

ング〜いついつまでも〜」をリリースし音楽の収益の 70 パーセントを子ども食堂ネットワークを

窓口に寄付をしていく。 

 

 

 

 

活動カテゴリー*  □ビジネス・経済・起業 □学術 □文化 □倫理・環境 □青少年育成・世界平和・人権 □人道支援・ボラン

ティア □科学技術 □自己啓発 □政治・法律 □医療革新 □ □その他（        ）  

JCI JAPAN TOYP を  

どこで知りましたか？*  

 青年会議所会員からの推薦 （       青年会議所） ・ ホームページ ・ フェイスブック ・   チラシ ・ メディ

ア（             ） ・ その他（               ）  

  

■ＰＲ活動 （全２００文字以内厳守）  

経歴  

（200 文字以内）  
2016 年 狛江子ども食堂設立 

2017 年 特定非営利法人 狛江子ども食堂 設立 

2019 年 お母さんの笑顔で日本を元気にする officeaMother を開業 

2019 年 子ども食堂応援ソングプロジェクト始動 

 



活動ＰＲ１*  

（200 文字以内）  

全国の子ども達がいついつまでも笑顔でそして希望溢れる夢を追いかけて

ほしいと願う大人達の想いが詰まった音楽「いついつまでも」を 

全国の子ども達に届けていきます。 

また「いついつまでも」を CD化しその収益の 70%を全国の子ども食堂に 

寄付をします 

活動ＰＲ２*  

（200 文字以内）  

日本においても貧困の問題は、近年深刻なものとなっております。安心安

全な食の提供は成長において最も重要な一つです。また、来てくれた子ど

も達に食に触れ笑顔を伝えることでそこが、居場所となり、子ども達は生

きる喜びになっていきます。子ども食堂の普及は、未来の宝である子ども

達にとってかかせないものであり、それを提供するのが私の務めです。 

活動ＰＲ３ 

（200 文字以内）  

全国で２２００か所あると言われている子ども食堂ですが、継続して続かない、運

営が難しい等の問題が生じております。ここを打破するために行政や、あらゆる

団体と協力し合い、パートナーシップを結んでおります。子ども達の笑顔を生み

出すのは我々大人の務めであると考え活動しております。 
 

 

ＳＤＧｓのゴールと 

ターゲット番号及び 

結びつきの説明 

※ＳＤＧｓの取り組みをし

ている方は記載をお願い

致します。 

番号の記入（ 1  ） 

(     貧困を無くそう      ) 

説明（音楽を手法に使い、子どもや大人の貧困支援子ども食堂の発信をすることで 

子ども食堂の重要性を社会に発信しております。      ） 
 

 

 

■質問事項 （全２００文字以内厳守）  

質問１*  

（200 文字以内）  

活動を始めた きっかけを教えてください  

 

子ども食堂を持続可能なものにしていく中で、課題がみえたのでその課題を解決しようとお

もいました 

質問２*  

（200 文字以内）  

この活動 を通してどのような未来を実現したいと思っていますか（ビジョン）  

 

現在の日本の福祉支援は高齢者福祉が 90%、子どもの福祉が 10%です。子どもは

未来の宝です国で一番に力を入れなくてはいけない子ども福祉支援体制を充実さ

せていくのが今後のビジョンとなります。 



質問３*  

（200 文字以内）  

未来を実現する ために今行っている具体的な活動をお答えください（アクション） 

 

東京都狛江市にて子ども食堂の活動をしています。また狛江市の行政や企業を巻き込み、

パートナーシップを結び、母達の雇用を生み出し地域一体で活動しております。 
 

質問４*  

（200 文字以内）  

あなたの行っている 活動は社会にどのような影響を与えていますか（インパクト）  

 

地域で活動していた輪が広がり、行政が子ども食堂に関心を抱き支援を増やしていただき

ました。また、協力してくれる企業が増え、持続可能な子ども食堂のモデルを創ることができ

ました。 
 

質問５  

（200 文字以内）  

あなたの考える リーダーシップをお答えください 

 

どの状況下の人にも平等に機会の提供をする  

 


